




















“Americans Shy Away From Study in Asia”
― An Article from The Chronicle of Higher Education ―












































































































































は262,416人で前年比8.5％増であった。滞在期間による内訳は 2 〜 8 週間が56.3％，半年
が39.5％， 1 年が4.2％である。最多受入国は英国で33,333人（前年比1.9％増），その後イタ
リア，スペイン，フランスと続き，第 5 位が中国で13,165人（前年比19％増）である。ア
ジアで 2 番目は日本（11位）で5,710人（前年比14％増）である。 3 番目はインド（17位）で
3,146人（前年比20％増）である。アジア諸国への関心の高まりが読み取れる。特に，今後
とも経済の発展が見込まれる中国への関心は益々高まるだろう。
　本稿では主として中国への留学が取り上げられているが日本の大学の取り組みも一部紹
介されている。現在日本の多くの大学で国際化が進んでおり，今後アジアのみならず世界
中の国々からの留学生の増加を期待したい。
